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1 は じ め に

秋田県の酒米奨励品種は「美山錦」と「吟の精Jの二品

種である。これら品種は主に吟醸酒等の高級酒用に使用さ

れ,県産の日本酒のうちの高級品分野のレベルを高い次元

で維持するのに役立っている。しかし,消費者が最も飲む

機会の多い普通酒は原料米として「 トヨニシキJ等の一般
米を使用しており,酒質の向上は高級品分野に比較すると

停滞気味である。また,普通酒用に使われている一般米は

県内で使用される酒造原料米の80%以上をしめており, こ

れに変わる低蛋自質で多収の酒米品種を育成することが望

まれていた。これによって,秋田県の日本酒の酒質のレベ

ルを全体的に向上できるものと期待される。

秋 田酒53号」は吟醸酒用としては「山田錦Jに比較し
て優れた点を見いだせなかったが,「美山錦Jよ りも大粒
であり,しかも,玄米の粗蛋自質含量が低く,安定多収で

あることから普通酒用の原料米として利用が期待される。

「秋田酒53号」は1996年 3月 に品種登録を出願し受理され
,

1999年 3月 には秋田県の奨励品種に採用された。ここでは,

その育成経過と主な特性について報告する。

2育 成 経 過

「秋田酒53号Jは 1986年に「 トヨニシキJを母,「美山
錦」を父として人工交配し,選抜・固定を進めてきた系統

である。1994年 F9か ら「秋田酒53号Jの系統名で奨励品
種決定試験に供試して検討を重ね,1996年 3月 に品種登録

を申請し,受理された。1999年 3月 に秋田県の奨励品種に

採用された。

3特 性 概 要

(0 -般特性 (表 1)

出穂期,成熟期は「美山錦J並の中生の中である。「美

山錦J,「吟の精」に比べ,稗長が短く耐倒伏性が強い。穂

数はやや少,穂長がやや長の穂重型である。障害型耐冷性

は,「美山錦」並のやや強であり,穂発芽性はやや難であ

る。いもち病抵抗性遺伝子型はP,α とPi′を持つとされ,

固場抵抗性は葉いもちがやや弱,穂いもちが中である。

●)収量性
奨励品種決定試験 (1991年～1998年)における収量性は

表 1 秋田酒53号の特性一覧表

草  型     穂重型
亡の多少・長短  少・極短
ふ  色     黄白
ふ 先 色     黄自
粒着密度      中
脱 粒 性     難

穂重型

無

黄自

黄自

中

難

穂重型

稀・短

黄白

黄自

中

難
いもち病

真性 (推定)P,α ,P,ι
葉いもち    やや弱
穂いもち

自葉枯病

中

中
一

弱

中

弓弓

P」 α, P」 j

やや強

P,z

やや弱
やや強
やや難

中上

耐倒伏性

耐 冷 性

穂発芽性

品  質

やや弱
やや強
やや難

中上

弱
やや強

難
上下

出 穂 期(月 日) 87
成 熟 期(月 日) 922

795
187

87
924
874
192
319

15

86
922
828
184
319

09

稗  長(cI)
穂  長(側 )
穂  数αブめ   339
倒  伏(0～5)  04
収  量(セ/a)  652
同上対美山錦比   107

609
100

264        254
74        76

千 粒 重(g)
蛋 自 質(%)

644
106

276
77

注 調査場所及び年次 :秋田県農業試験場奨励品種決定
調査 (1991～98年)標肥区の成績。
各特性のランクは種苗特性分類基準による。

「美山錦Jよ り安定して多収であった (図 1)。 追肥に対す

る玄米重の反応は「美山錦Jがほとんど変化しないのに対
し,「秋田酒53号Jは幼穂形成期,減数分裂期の追肥で増

加する (図 2)。

13)玄米

玄米の心白発現は「美山錦Jに比べて無心自は多いもの

の腹自が少ない特徴があり,強度精自が可能である。玄米
の粗蛋自質含量は「美lh錦Jに比べ少なく,醸造特性も原

料処理等の操作性に優れている。追肥に対する玄米粗蛋白

質含量の反応は「美山錦Jが幼穂形成期,減数分裂期の追

肥で増加するのに対し,「秋田酒53号」の増加は非常に少

なヽヽ (図 3)。
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4 適応地帯と栽培上の留意事項

適応地帯は秋田県内において平坦部一円と見られる。

栽培上の留意事項として,「美山錦Jよ りも強得である

が,酒米としての用途を考慮し,単に多収をねらった多基

肥及び中間追肥等は避けるべきである。また,粗蛋自質含

量の増加を防ぐ意味で,追肥は幼穂形成期までに終えたは

うが良い。葉いもち病抵抗性は「美山錦」よりも弱い「や

や弱」なので,適期防除が必要である。

5 「秋田酒53号」の役割

酒造原料米には高度精自を必要とする吟醸酒用からあま

り精白を必要としない普通酒用まで多様である。「吟の精」

は高度な精自が可能であり,吟醸酒専用として使用されて

いるが,粗蛋自質含量が高まりやすいという欠点がある。

「美山錦」は醸造特性が良いため,吟醸酒から普通酒にか

けて広く使われてきた。しかし,栽培特性や収量性にやや

難があり,安定供給が難しいという欠点がある。これに対

し「秋田酒53号Jは ,①「美山錦Jに比較しても大粒であ

り,玄米の粗蛋自質含量が低く,醸造特性も良好であるこ

と,②多収で安定供給が可能であること,などの特長を持っ

ている。これを普通酒用原料米として使用することによつ

て,低コストで普通酒の酒質を向上させることが期待でき

る。
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図 2 玄米重に及ぼす施肥 (追肥)
の効果 (秋田農試 1997年 )
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図 1 奨励品種決定試験における秋田酒53号と美山錦
の玄米重の比較 (秋田農試 1991～ 1998年 )
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図3 玄米粗蛋自質含量に対する施肥 (追
肥)の影響 (秋田農試 1997年 )
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